
令和 3年度の全国大会において、「コロナ禍の
日本庭園：未来への展望～保存整備・維持管理・
活用運営の課題」と題して公開オンライン座談会
（ZOOM利用）を実施することにしました。

■日時：
令和3年 6月 26日（土）

13：30 ～ 15：30　

■申込み期限：

令和3年６月１９日（金）

■申込：メール：
w.fujinohana@gmail.com　　

（藤田若菜）　

■全国大会研究発表会
（9：30～ 12：30）の詳細
日本庭園学会ホームページ
の「学会ニュース」105 号
http://www.jgarden1992.jp

に参加方法、プログラム

詳細があります。

公開オンライン座談会

（事前登録制参加費無料）

　公開オンライン座談会：『コロナ禍の日本庭園：未来への展望～保存整備・維持管理・活用運営の課題』
　昨今のコロナ禍の影響は、日本庭園界にも確実に及んでいます。しかしながら、飲食店やサービス業などと
違って、その影響が世の中の話題になることは、ほとんどありません。一方、日本庭園学会は誕生の 1992 年
から 30 年を迎えようとしています。
　そこで今年の全国大会では、日本庭園文化の成熟しつつある中、このコロナ禍において、庭園を取り巻く社
会の状況がどのように変化したかについて、会員の皆様を中心に広く一般の方々も交えてた座談会として開催
することに致しました。
　はじめに、話題提供として「東京都民の文化財庭園：コロナ禍の影響」や「発掘された町と庭：一乗谷朝倉
氏遺跡の現状」、「古都京都の庭：管理・運営への影響」などを話していただこうと思います。その後、会員
の皆様、一般参加の皆様からもコロナ禍における様々な環境の変化について積極的な情報提供や、ご意見をい
ただければと思います。
　この座談会を通して、日本の人々にとっての庭、そして、アフターコロナの生活と庭、現代の我々が直面す
る課題の正確な把握と、課題解決の方向性の共有ができればと考えています。
　このオンライン座談会は、日本庭園学会が創立 30 周年記念を来年に迎え、学術と社会との関係を真に問う
企画としました。初心に帰って、現今の日本の庭園を取り巻く状況から、未来を展望する座談会として企画し
ています。コロナ禍がグローバル化していますが、日本庭園も世界中の人々に理解され、愛されています。
多くの人に愛される日本庭園。堅苦しいものではなく、気軽に意見交換ができればと思います。
　皆様、ふるってご参加ください。
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日本庭園学会全国大会　
公開オンライン座談会

菊池正芳（東京都公園協会）：「東京都民の文化財：コロナ禍の影響」

藤田若菜（福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館）：「発掘された町と庭：
一乗谷朝倉氏遺跡の現状」

今江秀史：「古都京都の庭：管理・運営への影響」

　東京都に初めて緊急事態宣言が出されたのが令和 2 年 4 月７日であった。その 10
日前の 3 月 28 日（日）から、人流抑制、密状態の回避の理由により都立庭園 9 カ
所全てが閉鎖となった。その後、第三波に及んだ緊急事態宣言の影響で令和 2 年度
の都立庭園の閉鎖期間は 157 日間となった。この間、入園者の安全管理上実施が困
難であった大径木の樹木伐採や園路補修を実施したが、新たな動きとして、オンラ
インによる入園者の予約制度の導入や園内滞留者の把握のためのテレビカメラの設
置といった、IT 化を積極的に推進したことである。

←　令和 3 年（2021）年 6 月 1 日　小石川後楽園にて。

　戦国期の城下町の跡である特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡には、統計上では年間 100
万人を超える来訪者が訪れ、当史跡は日本有数の文化財であるとともに、福井県を代
表する観光地でもある。昨年は大河ドラマに一乗谷とその庭園が登場し、コロナ禍
でありながら県内外から多くの来訪者を迎えた。また、大河ドラマの終了後は客層
が変化し、さらに人気のあるイベント内容にも変化がみられた。地方にある当史跡
の現状を整理し、アフターコロナに向けた次の一手を皆さんと一緒に探ってみたい。

←　令和 3 年（2021）年 5 月 16 日　コロナ禍の一乗谷朝倉氏遺跡　遺跡ウォークの開催。

　コロナ禍は、飲食業やサービス業、服飾業をはじめとして、様々な業態に影響を
与えている。その中で庭園業が、どのような状況にあるかについて、京都市内の事
例を報告する。京都市の中心部では、コロナ禍以前のインバウンド景気によって、
ホテル等の建設が相次ぎ、それに関する仕事が現在も継続している。また、日々生
長している植栽への対応のため、現時点では、すぐに庭園の仕事量が激減するとい
うことにはなっていない。むしろ、今後の企業、個人の経済状況が心配される。

← 名勝円山公園　

■話題提供者：菊池正芳（東京都公園協会）
　　　　　　　藤田若菜（福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館）

　　　　　　　今江秀史（京都市）

■司会進行：鈴木誠（東京農業大学グリーンアカデミー）


